
桑名正博

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
】

☆
戸
川
昌
子
・
堀
都
子

鋤
日
（
日
）
２
時
半
神
戸
国
際
会
館

三
○
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
劇
団
四
季
「
こ
の
生
命
誰
の
も
の
」

ｎ
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

出
演
／
日
下
武
史
、
松
宮
五
郎
、
藤
野

節
子
、
影
万
里
江
ほ
か

☆
文
学
座
「
結
婚
披
露
宴
」

ｎ
日
（
火
）
ｌ
躯
日
（
土
）
６
時
鵡
分

鵡
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
二
○
○
○
円

出
演
／
北
村
和
雄
、
角
野
卓
造
、
田
中

裕
子
ほ
か

☆
劇
団
道
化
座
卒
業
公
演
「
ウ
エ
ー
」

鰹
日
（
金
）
弱
日
（
土
）
７
時
神
戸

文
化
小
ホ
ー
ル
七
○
○
円

☆
ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
７
ひ
き
の
こ
や
き
と
狼
』

幻
日
（
木
）
①
ｎ
時
②
２
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
九
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

☆
松
山
バ
レ
エ
団
「
ジ
ゼ
ル
」

８
日
（
土
）
７
時
９
日
（
日
）
２
時

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
五
○
○
○
円

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
市
民
映
画
劇
場

「
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ピ
レ
ッ
ジ
の
青
春
」

岨
日
（
火
）
四
日
（
水
）
迦
日
（
金
）

６
時
半
理
日
（
土
）
２
時
神
戸
文

化
小
ホ
ー
ル
四
九
九
円

☆
人
形
浄
廟
璃
「
文
楽
」

八
音
楽
Ｖ

☆
ポ
ー
ト
ジ
ュ
ピ
リ
ー

４
日
（
火
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
六
○
○
円

☆
べ
Ｉ
ト
ー
ベ
ン
・
名
曲
の
夕
べ

８
日
（
土
）
６
時
半
二
五
○
○
円

指
揮
／
朝
比
奈
隆
・
大
阪
フ
ィ
ル
ピ

ア
ノ
／
関
賄
子

★
鉄
砲
光
三
郎

哩
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
幸
弓
／
一
二
○
○
円

☆
第
３
回
こ
う
ぺ
市
民
音
楽
祭

ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門

遮
日
（
木
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
整
理
券

☆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
部
門

型
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
整
理
券

☆
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会

芳
志
戸
牌
雄
ギ
ク
ｉ
・
リ
サ
イ
タ
ル
称

晦
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
市
教
育
会

館
一
二
○
○
円

☆
神
戸
山
手
女
子
短
大
音
楽
科

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
夕
べ

旭
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
二
○
○
○
円

☆
高
田
み
づ
え

醒
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
二
一
○
○
円

☆
森
進
一

型
日
（
水
）
①
２
時
②
５
時
神
戸

四
日
（
水
）
①
１
時
②
５
時
半
神

戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
階
席
．
二
○
○

○
円
二
階
席
・
一
五
○
○
門
学
生

・
七
○
○
円

☆
神
戸
ド
イ
ツ
ア
マ
チ
ュ
ア
流
劇
ク
ラ
ブ

配
日
（
土
）
鍵
日
（
月
）
７
時
半
神

戸
外
国
倶
楽
部
一
五
○
○
円

学
生
・
一
○
○
○
円

★

畷
ｆ
眼

の関購子
☆
狂
言
座
神
戸
特
別
公
演
に
加
名
様
ご
招
待

大
阪
市
立
北
会
館
で
定
期
公
波
を
続
け
て
い

る
『
狂
言
座
」
の
神
戸
特
別
公
演
が
３
月
銅
日

（
日
）
１
時
半
よ
り
湊
川
神
社
能
楽
殿
で
開
催

さ
れ
る
。
演
目
は
「
附
子
」
蕃
竹
忠
重
ほ
か

「
因
禰
堂
」
善
竹
忠
一
郎
ほ
か
「
う
つ
ぼ
猟
」

善
竹
幸
四
郎
、
善
竹
孝
夫
ほ
か

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年

令
・
峨
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
編
災
部
狂

言
座
の
係
ま
で
。 鯉

日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ｉ

ル
前
売
／
Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・

二
二
○
○
円

☆
ケ
ル
ン
放
送
交
密
楽
団

詣
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
Ｓ
・
四
○
○
○
円

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

一
般
Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
四
○
○

○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

指
揮
／
若
杉
弘
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
ウ

ル
フ
・
ヘ
ル
シ
ャ
ー

☆
堀
内
孝
雄

”
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

前
売
／
Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○

○
○
円

★
兵
庫
高
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団

鯛
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
○
○
円

国
際
会
館
Ｓ
・
三
九
○
○
円
Ａ
・

三
五
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

☆
大
久
保
一
久

凹
日
（
水
）
６
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

ニ
○
○
○
円

☆
紙
ふ
う
せ
ん

即
日
（
祝
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
／
大
人
．
一
八
○
○
円
学

生
・
一
五
○
○
円

☆
美
空
ひ
ば
り

型
日
（
金
）
①
２
時
半
②
６
時
明

石
市
民
会
館
Ａ
・
四
五
○
○
円
Ｂ

・
三
○
○
○
円

★
桑
名
正
博

１
１０５
１

文楽

鎌
篭

鍵
●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
怖
物
に
ご
招

待
い
た
し
ま
す
。

★
松
竹
映
画
／
遥
か
な
る
山
の
呼
び
声

３
月
超
日
よ
り
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
神
戸

国
際
日
活
一
○
名

原
作
・
脚
本
・
監
督
／
山
田
洋
次

出
演
／
高
倉
健
、
倍
賞
千
恵
子
他

☆
東
山
魁
夷
／
水
墨
に
よ
る
中
国
山
水

４
月
型
日
’
５
月
６
日
大
丸
神
戸
店

７
階
大
催
会
場
一
○
○
名

☆
三
波
春
夫

４
月
顕
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
一
○
名

☆
シ
ョ
ウ
・
ガ
ー
ル

４
月
釦
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
一
○
名

作
・
椛
成
・
放
出
／
福
田
陽
一
郎

出
演
／
木
の
実
ナ
ナ
、
細
川
俊
之

ご
希
望
の
方
は
葉
書
で
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
「
遥
か
な

る
…
」
「
東
山
魁
災
」
「
三
波
春
夫
」

「
シ
ョ
ウ
・
ガ
ー
ル
」
の
係
ま
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
物
に
割
引

優
待
い
た
し
ま
す
。

☆
松
竹
春
の
特
別
公
演

「
釣
忍
」
「
花
の
絵
ま
つ
り
」

５
月
４
日
（
日
）
①
哩
時
②
４
時

神
戸
国
際
会
館

出
波
／
里
見
浩
太
郎
、
三
浦
布
美
子
、

大
原
ま
す
み
、
北
上
弥
太
郎
ほ
か

Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ａ
・
三
五
○
○
円

Ｂ
・
二
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
松
田
優
作

５
月
過
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
掴
際

会
館Ｓ・

二
八
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
書
で
神
戸
っ

子
編
集
部
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

３
月
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▼フンボルト、マゼラン、マカロニ、
イワトピなど種々のペンギンが、エサ
をめがけて群がってきます

＞周囲をうかがい、お互いの安全を確
かめ合うウシカモシカの群れ

諺．．) 識撰撚鐸弱鍵# 子患偲傘：、醤; 塗醗睦雫

「
な
ん
や
、
せ
っ
か
く
来
た
の
に
／
・
動
物
園
が
休
み
や
な
ん
て
。

遠
く
か
ら
来
ま
し
た
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
い
い
か
ら
入
れ
て
下

さ
い
な
ノ
．
」

動
物
た
ち
に
も
〃
の
ん
び
り
″
し
た
日
を
と
休
園
日
を
設
け
て

五
年
。
い
ま
だ
に
あ
る
ん
で
す
。
入
口
近
く
に
い
る
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
の
神
ち
ゃ
ん
は
動
物
園
の
大
門
の
格
子
に
顔
を
あ
て
が
え
、

「
あ
っ
神
ち
ゃ
ん
や
／
、
そ
ん
な
こ
と
い
わ
ず
に
入
れ
て
よ
／
」

と
、
せ
が
む
親
子
連
れ
の
お
客
さ
ん
に
。
ハ
チ
パ
チ
パ
チ
、
手
を

た
た
い
た
り
、
と
ん
ぼ
返
り
し
た
り
で
、
お
客
さ
ん
の
入
っ
て
こ

な
い
日
に
、
た
っ
た
独
り
け
ん
め
い
に
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
努
め
て

い
る
。み

な
さ
ん
、
我
が
王
子
動
物
園
は
毎
水
曜
日
が
休
園
日
な
ん
で

あ
り
ま
す
。

そ
れ
じ
ゃ
、
さ
ぞ
動
物
君
た
ち
〃
の
ん
び
り
″
週
休
を
楽
し
ん

で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
、
と
は
僕
の
友
人
か
ら
の
質
問
だ
っ
た
。

ア
シ
カ
、
カ
バ
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
シ
ロ
ク
マ
、

ワ
ニ
、
ヘ
ビ
な
ど
の
各
プ
ー
ル
の
水
替
え
作
業
。
園
内
の
植
木
手

入
や
植
樹
の
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
２
台
。
シ
マ
ウ
マ
、
サ
イ
運
動
場

の
改
修
工
事
の
ダ
ン
プ
カ
ー
加
台
の
出
入
。

朝
の
早
い
工
事
業
者
の
職
人
さ
ん
は
平
日
の
入
園
者
よ
り
も
一

時
間
も
早
い
。
午
前
８
時
に
は
入
園
し
て
、
仕
事
は
じ
め
の
ひ
と

と
き
、
作
業
服
の
ま
ま
で
園
内
を
ウ
ロ
ウ
ロ
見
学
。

ま
だ
あ
り
ま
す
ぞ
、
繁
殖
し
た
動
物
た
ち
の
一
番
恐
れ
て
い
る

転
出
作
業
。
つ
ま
り
子
獣
を
捕
え
オ
リ
に
入
れ
て
送
り
出
す
。
そ

の
他
Ｔ
Ｖ
の
撮
影
取
材
。
オ
リ
や
ベ
ン
チ
の
。
ヘ
ン
キ
塗
り
等
々
な

ん
と
も
大
忙
し
の
一
日
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
平
日
と
は
全
く
異
な
っ
た
騒
々
し
さ
で
あ
ろ

う
と
も
平
然
と
陽
だ
ま
り
に
身
体
を
寄
せ
あ
い
平
静
さ
を
よ
そ
お

っ
て
い
る
も
の
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
せ
か
せ
か
と
逃
げ
回
る
も

の
も
い
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
を
少
々
ば
か
り
子
細
に
見
て
い
る

と
、
ど
う
も
単
身
組
と
多
頭
組
と
で
は
〃
の
ん
び
り
度
〃
が
ち
が

う
の
で
あ
る
。

ゴ
ウ
音
を
発
し
巨
大
な
鉄
の
グ
レ
ー
ン
カ
ー
が
園
内
で
工
事
を

は
じ
め
た
と
た
ん
、
せ
か
せ
か
と
オ
リ
の
中
を
駆
け
回
り
興
奮
の

ｑニホンカモシカの群れ。子ジカ
を中心にかばうように。

（六甲森林植物園で）
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あ
ま
り
木
に
登
れ
な
い
も
の
ま
で
が
フ
ェ
ン
ス
に
よ
じ
登
ろ
う
と

逃
げ
ま
ど
う
の
は
ど
れ
も
単
身
組
だ
っ
た
。

一
方
家
族
群
を
作
っ
て
い
る
も
の
は
、
さ
っ
と
固
ま
っ
た
と
思

う
と
じ
１
つ
と
静
止
し
て
、
こ
と
の
起
こ
り
を
見
守
り
、
少
々
の

こ
と
ぐ
ら
い
で
は
動
じ
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

〔
集
団
組
の
安
全
性
〕

野
生
社
会
は
ま
さ
に
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の
日
々
で
あ
ろ
う
か

ら
、
身
体
に
迷
彩
を
ほ
ど
こ
し
、
ま
ず
敵
に
見
つ
か
ら
な
い
こ
と

が
襲
う
側
も
襲
わ
れ
る
側
も
の
第
一
条
件
の
よ
う
に
思
え
る
。

そ
れ
じ
ゃ
集
団
組
よ
り
も
単
身
組
の
方
が
物
陰
に
ひ
そ
み
や
す

く
、
見
つ
か
り
に
く
い
の
で
、
の
ん
び
り
食
べ
て
暮
せ
る
の
で
は

と
プ
ラ
ス
面
だ
け
を
考
え
る
と
そ
ん
な
ふ
う
に
も
思
え
る
。

だ
が
、
単
身
組
に
も
重
大
な
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
。
襲
っ
て
く

る
敵
の
接
近
も
全
て
自
分
で
探
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
い
っ
た
ん
敵
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
幾
ら
逃
げ

て
も
一
頭
の
目
標
と
い
う
の
は
追
う
側
に
と
っ
て
は
徹
底
し
て
追

い
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。

や
は
り
、
集
団
組
の
方
が
プ
ラ
ス
面
が
多
い
の
で
は
、
と
は
こ

う
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
休
園
日
の
動
物
た
ち
の
行
動
か
ら
し
て
も

う
か
が
え
る
。

大
集
団
を
つ
く
る
と
、
幾
ら
迷
彩
を
ほ
ど
こ
し
て
も
敵
に
は
よ

く
目
立
ち
発
見
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
襲
っ
て
く
る
敵
の
接
近

を
多
く
の
眼
で
見
張
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
誰
か
が
見
つ
け
知

ら
せ
る
の
で
情
報
の
伝
達
は
単
身
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
安
全
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

〔
危
険
に
び
っ
し
り
固
ま
る
〕

さ
ら
に
不
幸
に
し
て
敵
に
襲
わ
れ
た
ら
、
我
勝
手
に
ば
ら
け
て

逃
げ
る
よ
り
も
、
一
斉
に
群
れ
を
な
し
集
団
で
同
じ
方
向
に
逃
げ

る
レ
イ
ヨ
ウ
や
シ
マ
ウ
マ
の
群
れ
を
見
た
こ
と
お
あ
り
の
は
ず
で

あ
る
。あ

の
ヒ
ツ
ジ
や
ウ
シ
も
同
様
、
び
っ
し
り
群
が
る
。
ペ
ン
ギ
ン

ア
シ
カ
、
い
や
、
カ
バ
、
ゾ
ウ
と
い
う
大
動
物
も
そ
う
だ
、
み
な
、

か
な
り
の
群
を
つ
く
っ
て
い
る
。

襲
う
側
は
そ
う
し
た
集
団
の
え
も
の
を
、
い
か
に
し
て
ば
ら
け

８
１
０
１
１

さ
せ
、
そ
の
う
ち
の
一
頭
に
目
標
を
き
め
る
か
、
で
あ
る
。
し
か

し
、
び
っ
し
り
集
ま
っ
た
群
に
対
し
て
は
、
あ
の
殺
気
だ
っ
た
攻

撃
時
の
興
奮
が
、
つ
い
目
移
り
し
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
追
う
う

ち
結
局
は
全
て
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
。
だ
か

ら
、
こ
れ
だ
と
目
標
を
決
め
た
ら
、
徹
底
的
に
そ
の
一
頭
を
追
い

続
け
て
い
る
。

〔
生
き
残
れ
る
集
団
繁
殖
〕

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
襲
わ
れ
る
側
の
動
物
に
と
っ
て
、
無
血
で

生
き
の
び
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。
群
の
誰
か
が
肉
食
獣

の
え
じ
き
に
な
っ
て
行
か
な
く
て
は
野
生
の
し
く
み
の
中
で
は
生

き
な
が
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
食
物
連
鎖
の
バ
ラ
ン
ス
が
ど
ん
な
ふ
う
に
保
た
れ
て

い
る
か
は
生
物
層
の
周
期
性
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
人
類
の
他
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
あ
る
一
定
の
季

節
に
繁
殖
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
季
節
周
期
繁
殖
だ
。

大
集
団
の
レ
イ
ヨ
ウ
や
シ
マ
ウ
マ
な
ど
が
い
っ
せ
い
に
同
じ
時

期
に
出
産
す
る
。
襲
う
側
の
ラ
イ
オ
ン
や
ハ
イ
エ
ナ
な
ど
肉
食
獣

は
、
子
ど
も
を
ね
ら
う
。
そ
う
し
た
と
き
、
年
中
ば
ら
ば
ら
に
子

を
生
ん
で
い
た
の
で
は
次
々
と
襲
わ
れ
、
食
い
つ
く
さ
れ
全
滅
し

て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
い
っ
せ
い
に
集
団
繁
殖
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
犠

牲
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
の
子
が
確
実
に
生
存

す
る
と
い
う
生
存
の
し
く
み
で
あ
る
。

ダ
ン
プ
カ
ー
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
ゴ
ウ
音
に
さ
っ
と
群
が
る
キ

リ
ン
や
ラ
マ
、
バ
ー
バ
リ
シ
ー
プ
、
そ
の
集
ま
っ
た
と
き
こ
そ
群

の
う
る
わ
し
い
姿
が
の
ぞ
け
る
。
そ
の
群
が
り
の
中
心
部
に
可
愛

い
い
子
供
の
顔
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

い
や
、
「
ま
あ
ノ
．
可
愛
い
い
」
と
カ
メ
ラ
を
向
け
た
だ
け
で
も
さ

っ
と
親
達
が
寄
っ
て
き
て
は
、
何
げ
な
く
子
供
を
後
ろ
に
さ
げ
、
お

と
な
達
の
ボ
デ
ー
の
陰
に
隠
し
て
し
ま
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
や
っ
ぱ
り
、
え
ら
い
も
ん
や
、
す
ぐ
子
ど
も
隠
し
て
見
せ
て
く

れ
へ
ん
」
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
る
と
彼
等
は
み
な
集
ま
り
〃
の

ん
び
り
″
陽
だ
ま
り
で
眼
を
細
め
る
の
で
あ
る
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ
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奈
と
い
う
上
手
い
踊
り
手
と
ジ

ョ
イ
ン
ト
で
き
た
今
回
は
、
街

わ
ず
に
フ
ラ
メ
ン
コ
ら
し
い
フ

ラ
メ
ン
コ
の
舞
台
に
し
た
」
と

の
こ
と
。

ま
だ
数
少
な
い
フ
ラ
メ
ン
コ

の
舞
台
だ
け
に
、
大
勢
の
フ
ラ

メ
ン
コ
フ
ァ
ン
で
賑
わ
っ
た
こ

の
日
の
文
化
ホ
ー
ル
だ
っ
た
。

☆
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博

メ
タ
ル
記
念
品
協
会
発
足

２
月
８
日
東
明
閣
で
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
博
の
メ
ダ
ル
・
バ

ッ
チ
、
記
念
品
を
扱
う
神
戸
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
メ
タ
ル
記

念
協
会
が
発
足
会
を
開
い
た
。

こ
の
協
会
は
東
京
、
名
古
屋
、
大

阪
、
神
戸
の
記
章
業
者
池
（
神
戸

は
内
狸
社
）
が
集
ま
っ
た
も
の
。

３
千
万
円
の
出
資
金
を
集
め
て

ポ
ー
ト
ピ
ァ
に
協
力
す
る
。

当
日
は
木
村
雄
郷
博
覧
会
事

業
部
長
、
堀
劫
郎
同
宣
伝
課
長

ら
の
出
席
も
あ
り
、
４
月
１
日

か
ら
の
事
業
開
始
を
祝
っ
た
。

会
長
毛
利
厳
／
毛
利
マ
ー
ク
麓
勤
‐
０
８

レ
ー
語
で
大
食
漢
と
い
う
意
味

だ
が
、
こ
の
女
性
グ
ル
ー
プ
は

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
時
代
、
帥
年
代
は
、
ポ
ー

ト
ピ
ア
知
が
開
か
れ
、
港
は
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
時
代
に
進
ん

で
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
東
京

か
ら
も
Ｆ
ｏ
Ｗ
・
フ
ァ
ン
・
リ
ー

ト
外
国
船
舶
協
会
々
長
ら
も
か

け
つ
け
、
港
の
外
国
船
舶
で
活

躍
す
る
船
会
社
マ
ン
た
ち
ら
し

い
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
集

い
だ
っ
た
。

☆
か
し
こ
み
か
し
こ
み

マ
カ
ン
ブ
ッ
サ
ー
ル
新
年
会

マ
カ
ン
ブ
ッ
サ
ー
ル
と
は
マ

☆
Ｋ
Ｒ
＆
Ａ
Ｃ
で

外
国
船
舶
協
会
新
年
会

１
月
妬
日
夜
、
Ｋ
Ｒ
＆
Ａ
Ｃ

で
外
国
船
舶
協
会
の
新
春
パ
ー

テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

こ
の
会
は
昭
和
犯
年
に
神
戸

の
外
国
船
を
扱
う
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
イ
釦
社
が
集
っ
て
発
足
し
た

も
の
で
、
滝
上
外
国
船
舶
協
会

神
戸
支
部
会
長
は
「
終
戦
直
後

の
帥
年
代
は
バ
ー
ス
難
時
代
、

、
年
代
は
コ
ン
テ
ナ
と
オ
イ
ル

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

§．

鳥居港湾局長を囲んで

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
よ
く
食

べ
、
よ
く
働
き
よ
く
遊
ぶ
。
１

月
妬
日
夜
、
生
田
神
社
会
館
神

楽
殿
で
の
新
年
会
は
帥
名
が
集

い
、
い
つ
も
の
呼
び
も
の
に
、

加
周
年
の
御
神
楽
を
あ
げ
た
。

特
訓
を
う
け
た
御
神
楽
の
今
様

を
今
岡
碩
子
、
岡
田
美
代
、
藤

本
ハ
ル
ミ
、
上
月
倫
子
、
柳
本

薫
さ
ん
達
が
舞
い
、
小
泉
美
喜

子
が
祝
詞
を
棒
げ
た
。
花
柳
芳

恵
一
子
さ
ん
が
、
小
唄
振
り
を

踊
っ
て
の
お
口
直
し
。
森
哲
也

さ
ん
の
唄
と
ピ
ア
ノ
、
司
会
は

松
島
武
雄
さ
ん
。
長
島
隆
、
高

橋
孟
、
小
泉
康
夫
氏
ら
が
ス
ピ

ー
チ
。
女
性
時
代
と
い
わ
れ
る

昨
今
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

☆
ス
ペ
イ
ン
の
熱
気
を
伝
え
た

フ
ラ
メ
ン
カ
と
フ
ラ
メ
ン
コ

神
戸
を
中
心
に
活
躍
し
て
い

る
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー
の
ト

ン
ち
ゃ
ん
こ
と
東
仲
一
矩
さ
ん

が
、
１
月
”
日
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
で
久
々
の
リ
サ
イ
タ
ル

（
主
催
／
ロ
ス
ヒ
タ
ー
ノ
ス
）
を

開
い
た
。
東
京
在
住
だ
が
、
神

戸
で
も
度
々
出
演
し
て
い
る
碇

山
奈
々
さ
ん
と
い
う
女
性
踊
り

手
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
形
式
。
ソ

ロ
を
２
曲
ず
つ
、
デ
ュ
オ
を
２

曲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
ギ
タ
ー
も
唄
も
、
出
演
者

全
員
が
総
出
演
、
特
別
ゲ
ス
ト

の
歌
手
エ
レ
デ
ィ
ア
さ
ん
の
踊

り
も
加
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
幕
。

舞
台
が
終
わ
っ
て
花
束
に
囲

ま
れ
た
東
仲
さ
ん
、
「
碇
山
奈

､､鍾自

当日の舞台より
「プレリア」|・入会金10,000円。年会費１o,000円！

|神戸マリッジヘ(無料） ｉ７

儀剛零雛聯卿
I＜控賛店＞
Ｉ家具の江戸屋・宝石のタジマ・ふとんのつゆき！
ｉ紳士服のニッケショールーム・和装のみよしや！
；旅行の日本旅行･他各種の専門店
I小泉パー ﾃ ｨのご案内.入会書類ご希望の方は！
i事務局〒650生田区北野町3丁目１０－２
;淡島マンション105号湧078-242-0333小泉正巳；
; お問合せ、ご連諾は午前中又は夜間に。

｜●小泉パーティご案内ｉ
‘…--………-----.-----------------------------．…-.…-･Ｉ
１小泉パーティは
| 結婚を希望する男女にお見合や愛好会ｉ
ｌによって健全なご交際のお手伝いをい；
i たします。身元の確かなことは良縁の１
１第一条件です。身元の確かな方々 の会Ｉ
ｉ員制の集いです。
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須
磨
浦
公
園
１
旗
振
山
ｌ
多
井
畑
ｌ
転
法
輪
寺
ｌ
太
山
寺

山
Ｈ
口
然
の
報
復
恐
れ
る

田
廃
新

☆
裏
庭
に
つ
づ
い
た
か
つ
て
の
山
道
は
失
わ
れ
て
ゆ
く

東
西
五
十
六
キ
ロ
に
及
ぶ
六
甲
山
系
。
そ
の
山
脈
に
免
れ
か
か

る
二
百
余
万
人
の
神
戸
市
民
が
、
だ
れ
か
ら
指
示
さ
れ
た
の
で
も

な
く
、
裏
に
山
が
あ
る
か
ら
、
実
に
気
軽
に
自
然
と
か
か
わ
り
、

山
の
気
に
ふ
れ
、
や
ま
ど
り
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け
た
は
ず
だ
。

山
歩
き
に
、
な
ん
で
こ
ん
な
理
屈
を
書
か
な
な
ら
ん
の
か
と
思

わ
れ
る
向
き
も
あ
る
が
、
こ
ん
回
の
コ
ー
ス
は
、
私
ば
か
り
で
な

す
だ

く
他
の
参
加
者
も
廃
れ
ゆ
く
山
道
へ
の
現
実
に
、
心
の
塞
が
る
想

い
が
、
ず
う
っ
と
し
た
か
ら
だ
。

こ
の
コ
ー
ス
は
神
戸
市
が
定
め
た
〃
太
陽
と
緑
の
道
″
で
須
磨

浦
公
園
か
ら
旗
振
山
、
田
井
畑
の
里
を
抜
け
転
法
輪
寺
か
ら
太
山

寺
ま
で
十
三
・
九
キ
ロ
。
ま
ず
急
な
階
段
つ
づ
き
の
鉢
伏
山
へ

は
、
冬
の
陽
ざ
し
に
も
汗
ば
む
。
ふ
り
む
く
た
び
に
き
ら
め
く
海

が
開
ら
け
、
淡
路
島
が
手
に
届
き
そ
う
だ
。
旗
振
山
山
頂
の
茶
屋

は
休
店
。
だ
が
留
守
を
あ
ず
か
る
二
匹
の
猫
と
一
一
一
匹
の
子
犬
が
人

八
作
家
Ｖ

八
そ
の
記
Ｖ

’
110
１

な
つ
こ
ぐ
迎
え
て
く
れ
る
。
塩
屋
か
ら
登
っ
て
き
た
年
配
の
方
が
、

常
備
さ
れ
た
署
名
簿
に
名
前
を
記
入
し
て
い
る
。
毎
朝
、
山
登
り

す
る
人
た
ち
が
多
く
、
各
区
ご
と
に
市
民
山
の
会
が
あ
り
、
六
甲

山
系
だ
け
で
八
か
所
も
あ
る
と
聞
く
。

夜
来
の
雪
が
、
木
影
に
吹
き
だ
ま
り
、
う
っ
す
ら
と
白
い
道
が

つ
づ
く
。
す
で
に
靴
跡
に
ま
じ
っ
て
犬
の
足
跡
も
あ
る
。
谷
間
の

よ
う
な
細
い
道
は
落
葉
道
。
急
な
峠
道
で
は
、
前
の
人
の
靴
だ
け

を
見
詰
め
て
登
り
、
平
地
に
出
れ
ば
左
右
の
街
並
み
を
見
下
ろ
す
。

旗
振
山
の
北
側
は
、
す
っ
か
り
削
り
と
ら
れ
、
第
二
神
明
道
路

の
ク
ル
マ
の
う
な
り
が
、
田
井
畑
の
里
を
過
ぎ
て
も
襲
っ
て
く
る
。

神
戸
市
開
発
局
が
推
め
て
い
る
大
規
模
な
造
成
地
が
、
あ
ち
こ

ち
に
見
ら
れ
、
谷
や
沢
や
名
も
な
い
山
が
一
面
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

で
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
コ
ー
ス
も
し
ば
し
ば

変
更
さ
れ
る
。
や
が
て
は
消
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

昼
食
は
神
戸
で
最
古
の
寺
だ
と
い
わ
れ
る
龍
華
山
転
法
輪
寺
の

鐘
楼
き
わ
で
と
る
。
案
内
役
の
小
泉
正
己
さ
ん
が
用
意
し
た
携
帯

用
コ
ン
ロ
に
火
が
点
か
ず
、
冷
た
い
お
茶
の
ま
ま
弁
当
を
ほ
う
ば

る
。
雲
ひ
と
つ
な
か
っ
た
青
空
に
も
、
い
つ
し
か
雪
雲
が
走
り
ぬ

け
、
陽
か
げ
に
な
る
と
身
ぶ
る
い
す
る
こ
と
し
き
り
。

さ
て
後
半
は
、
市
開
発
局
の
造
成
の
た
め
〃
垂
水
縦
走
コ
ー
ス
〃

へ
う
回
路
を
辿
る
し
か
な
く
、
約
四
キ
ロ
の
道
草
を
く
う
。
昔
、

江
戸
後
期
に
神
戸
に
住
む
異
人
た
ち
と
武
士
の
ト
ラ
ブ
ル
を
さ
け

徳
川
道
と
し
て
粋
な
は
か
ら
い
を
し
た
と
い
う
こ
の
コ
ー
ス
も
身

を
細
め
て
ゆ
く
。
日
本
住
宅
公
団
の
造
成
が
、
そ
の
き
わ
ま
で
押

し
迫
っ
て
い
る
の
だ
。

転法輪寺にて筆者
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、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
竹
木
・
土
砂
・
石
な
ど
採
る
と
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
Ｖ

兵
庫
県
の
立
札
が
行
手
に
い
く
つ
も
い
く
つ
も
目
立
っ
て
く
る
。

造
成
を
急
ぐ
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は
冬
空
に
吠
え
、
耳
を
ふ
さ
い
で
も

ふ
さ
い
で
も
、
行
手
に
眼
を
そ
む
け
ら
れ
な
い
最
も
悲
し
い
現
実

に
遭
遇
す
る
の
だ
。

コ
ー
ス
は
い
つ
か
砂
地
に
変
っ
て
い
て
、
太
古
の
こ
ろ
は
川
底

か
海
底
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
砂
利
道
が
つ
づ
く
。

あ
る
と
き
は
白
い
き
れ
い
な
砂
地
。
か
つ
て
海
岸
を
歩
い
た
同
じ

想
い
の
足
ざ
わ
り
が
、
な
ん
と
も
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
の
だ
。

そ
ん
な
童
心
を
か
き
消
す
風
景
は
、
あ
た
り
に
か
く
す
べ
く
も
な

く
被
い
つ
く
さ
れ
、
で
き
れ
ば
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
た
く
な
い
ほ
ど

心
が
沈
ん
で
ゆ
く
の
だ
。

あ
た
り
一
面
の
松
林
の
群
生
は
、
こ
と
ご
と
く
に
枯
れ
果
て
、

壊
死
し
た
黒
い
枝
が
冬
空
に
の
け
ぞ
っ
て
い
る
。
触
れ
れ
ば
、
朽命

』
つ

ち
て
し
ま
っ
た
太
い
幹
が
、
た
だ
ぱ
さ
っ
と
落
ち
る
だ
け
だ
。
松

か
さ巷

が
、
こ
れ
ま
た
黒
い
星
の
よ
う
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
。
け
も

す
み
か

の
や
山
鳥
の
栖
は
こ
わ
さ
れ
、
い
の
ち
の
な
い
地
獄
の
風
景
が
賊

に
や
き
つ
く
ば
か
り
だ
。

か
っ
て
木
樵
た
ち
が
枯
れ
た
松
を
切
出
し
薪
に
使
っ
た
話
は
そ

う
遠
く
な
い
。
い
ま
は
、
だ
れ
か
ら
も
見
放
さ
れ
、
手
の
ほ
ど
こ

し
ょ
う
も
な
い
枯
松
の
海
が
、
六
甲
山
系
を
東
へ
移
動
し
て
い
る

魁
と
い
』
フ
。

人
の
世
の
変
化
と
自
然
界
の
生
態
を
お
そ
れ
ぬ
行
政
の
無
能
と

横
暴
に
対
し
て
、
山
の
神
。
樹
木
の
神
ら
の
報
復
が
な
け
れ
ば
よ

い
が
。太

山
寺
へ
の
道
は
、
重
く
ま
だ
遠
い
。

田園風景のつづく多井畑への道にて

行
ん
で
眺
め
る
風
景
は
お
ぞ
ま
し
く
、
削
り
と
ら
れ
た
山
肌
や

切
立
つ
赤
土
の
地
形
が
む
き
出
し
て
い
る
。
太
陽
と
緑
の
道
も
、

い
ま
に
住
宅
の
な
か
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
た
だ
の
路

に
な
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
三
人
は
、
こ
の
変
貌
に
口

も
き
か
ず
、
た
だ
黙
々
と
歩
く
ば
か
り
だ
。

☆
な
に
が
保
安
林
な
も
の
か

、
、

、
、
、

八
注
意
声
」
の
付
近
は
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
無
断

ｌ
ｌｌｌ
ｌ
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蓮
沼
良
造

地
下
鉄
名
谷
駅
で
下
車
し
、
構
内
を
出
る
。
左
側
は
三
月
十
五

日
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
商
店
街
。
右
側
は
、
白
い
角
張
っ
た
建
物

と
高
い
煙
突
の
環
境
工
場
が
、
静
か
に
落
合
池
に
影
を
映
し
、
対

称
的
な
情
景
で
あ
る
。
正
面
を
見
る
と
、
地
下
鉄
の
線
路
の
延
長

に
小
高
い
丘
陵
が
連
ら
な
り
、
転
法
輪
寺
か
ら
高
塚
山
を
経
て
、

大
山
寺
に
至
る
〃
太
陽
と
緑
の
道
〃
が
走
る
尾
根
が
遠
望
さ
れ
る
。

き
ょ
う
の
コ
ー
ス
、
徳
川
道
も
、
大
蔵
谷
か
ら
漆
山
、
長
坂
を

抜
け
て
、
高
塚
山
で
〃
太
陽
と
緑
の
道
″
と
合
流
、
太
山
寺
の
裏

側
を
通
る
県
道
で
分
か
れ
、
尾
根
伝
い
に
白
川
に
向
う
。

駅
か
ら
出
て
右
側
の
歩
道
橋
を
上
が
り
、
環
境
工
場
の
前
を
通

り
、
造
成
以
前
の
樹
林
が
僅
か
に
残
さ
れ
た
松
尾
公
園
に
着
く
。

こ
の
名
谷
、
落
合
両
団
地
開
発
以
前
の
地
形
は
、
小
高
い
山
が
シ

ワ
の
よ
う
に
続
き
、
古
く
か
ら
白
川
、
車
な
ど
周
辺
の
村
々
の
入

会
柴
草
山
で
、
タ
キ
ギ
を
と
っ
た
り
、
マ
グ
サ
を
苅
っ
た
り
、
戦

後
は
ヤ
マ
モ
モ
を
植
林
し
た
り
し
て
地
元
住
民
の
生
活
を
さ
さ
え

て
き
た
と
い
う
。
そ
れ
が
現
在
で
は
近
代
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
や
個

人
住
宅
が
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
将
来
は
人
口
七
万
一

千
人
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

公
園
か
ら
北
上
し
、
外
縁
の
尾
根
に
辿
り
つ
く
。
今
、
登
っ
て

き
た
方
へ
下
る
と
垂
水
区
奥
畑
に
出
る
。
尾
根
の
道
は
太
山
寺
の

裏
か
ら
来
た
徳
川
道
で
、
こ
れ
を
右
に
折
れ
る
。
こ
こ
も
一
年
ほ

ど
以
前
は
、
静
か
な
木
立
の
中
に
あ
る
道
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

南
側
に
金
網
が
続
き
、
風
情
は
全
く
な
く
、
立
入
禁
止
と
な
っ
て

い
る
。ゆ

る
い
登
り
と
下
り
の
の
ち
、
落
合
配
水
場
に
到
着
す
る
。
こ

こ
は
標
高
約
二
百
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
全
景

が
見
渡
せ
る
。
旧
白
川
村
へ
の
道
を
行
く
。
左
手
に
、
道
か
ら
は

ず
れ
た
と
こ
ろ
に
摂
播
国
境
を
示
す
石
標
が
立
っ
て
い
た
跡
が
残

っ
て
い
る
。
石
標
は
、
現
在
白
川
小
学
校
で
保
存
し
て
い
る
。
山

の
中
腹
を
曲
が
り
く
ね
り
下
る
と
素
蓋
雄
神
社
の
脇
に
出
る
。
白

川
台
を
抜
け
る
四
車
線
都
市
計
画
道
路
と
神
戸
・
三
木
線
の
交
叉

地
点
で
あ
る
。

「
白
川
台
」
の
バ
ス
停
留
場
が
あ
る
。
私
が
白
川
台
に
住
居
を

移
し
た
の
は
五
年
前
の
春
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
板
宿
か
ら
バ
ス

で
通
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
バ
ス
が
神
戸
。
三
木
線
の
交
通

渋
滞
で
い
つ
到
着
す
る
や
ら
分
か
ら
ず
苦
労
し
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
る
。

徳
川
道
は
、
神
戸
・
三
木
線
か
ら
左
に
折
れ
、
白
川
の
集
落
に

入
っ
て
い
く
。
藤
田
本
家
の
古
い
門
を
見
な
が
ら
川
に
か
か
る
清

太
橋
を
渡
る
。
往
時
は
、
こ
の
辺
が
辻
と
呼
ば
れ
、
白
川
の
中
心

八
そ
の
型
Ｖ

地
下
鉄
名
谷
駅
ｌ
白
川
ｌ
徳
川
道
ｌ
鈴
蘭
台
ｌ
神
鉄
鈴
蘭
ム
ロ
駅

幻
の
徳
川
道

白川にて錘者

八
垂
水
区
団
地
ス
ポ
ー
ツ
協
会
々
長
Ｖ

１
１１２
１
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』転

ぶ z

１
１１３
１

丞沃長田

地
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
再
び
宮
前
橋
を
渡
り
、
大
歳
神
社

の
下
の
舗
装
道
路
を
行
く
と
左
側
の
岩
壁
に
け
ず
り
取
ら
れ
た
跡

が
あ
る
。
こ
こ
を
過
ぎ
て
旧
白
川
小
学
校
の
校
庭
を
通
り
、
急
な

坂
を
登
る
と
道
は
雑
木
林
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は

「
阿
人
の
東
」
と
呼
ば
れ
、
昔
は
庵
が
あ
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

白
川
村
は
一
千
年
ぐ
ら
い
前
、
平
安
時
代
ご
ろ
か
ら
先
人
が
住

ん
で
い
た
記
録
が
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
古
い
村
で
あ
る
。
ま

た
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
歌
人
藤
原
定
家
の
歌
と
し
て
、

玉
ほ
こ
の
道
行
く
人
に
こ
と
っ
て
て

楊
梅
お
く
れ
白
川
の
人

の
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。

旧
村
の
旧
家
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
古
文
書
な
ど
を
保
有
し
て
お

り
、
由
緒
あ
る
村
で
あ
る
こ
と
を
誇
っ
て
い
る
。

雑
木
林
の
中
の
道
は
、
巾
二
間
で
、
掘
削
し
た
跡
も
残
さ
れ
て

い
る
。
徳
川
道
は
、
幕
末
の
頃
、
兵
庫
開
港
が
決
定
し
た
が
、
外

蕊鍵
耐誕′Ｘ
畷:ざギ卿，

灘箪
虎

》
凄
』

こ
が
藍
那
で
あ
る
。
家
の
あ
る

を
右
に
曲
が
り
、
五
分
ほ
ど
ダ

ラ
ダ
ラ
坂
を
上
る
と
星
和
台
の

ゴ
ル
フ
練
習
場
が
目
の
前
に
現

わ
れ
る
。

葱
月

往時が偲ばれる徳川道にて

国
人
と
の
衝
突
事
件
の
発
生
を
避
け
る
た
め
、
幕
府
が
、
開
港
に

先
立
っ
て
山
中
を
通
る
西
国
街
道
の
迂
回
路
と
し
て
建
設
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
全
長
約
三
十
四
キ
ロ
、
完
成
し
た
の
は
慶
応
三
年

十
二
月
七
日
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
明
治
元
年
三
月
に
外
国

人
居
留
地
を
迂
回
す
る
道
路
が
設
け
ら
れ
、
一
度
も
使
わ
れ
ず
に

廃
道
と
な
っ
た
幻
の
道
で
あ
る
。

巾
二
間
と
い
う
の
は
、
殿
様
が
乗
っ
た
駕
寵
が
通
れ
る
幅
で
、

こ
の
よ
う
な
道
が
、
白
川
か
ら
藍
那
を
経
て
、
現
在
の
星
和
台
団

地
ま
で
続
い
て
い
る
。
と
く
に
、
白
川
付
近
は
良
い
状
態
で
残
っ

て
お
り
、
往
時
が
偲
ば
れ
る
。
樹
木
の
覆
い
繁
っ
た
道
を
行
く
と
、

や
が
て
藍
那
か
ら
の
農
道
に
出
る
。
そ
こ
に
は
御
大
典
記
念
碑
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
付
近
は
や
ま
も
も
が
多
い
。
道
を
右
に

と
り
、
平
ら
な
道
を
歩
く
。
見
通
し
は
悪
い
・
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
跡
が
あ
る
。
大
分
歩
き
高
圧
線
の
下
を
く
ぐ

る
と
三
叉
路
、
横
尾
辻
で
あ
る
。
右
に
道
を
と
り
、
間
も
な
く
行

っ
て
、
徳
川
道
は
右
に
曲
が
り
、
谷
に
降
り
る
が
、
現
在
、
こ
の

辺
は
道
が
な
い
。
そ
こ
で
自
動
車
が
通
れ
る
道
を
進
み
、
峠
ら
し

い
の
を
越
す
と
、
正
面
に
帝
釈
山
系
が
見
え
る
。
や
が
て
下
り
坂

と
な
り
民
家
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
が
藍
那
で
あ
る
。
家
の
あ
る

と
こ
ろ
ま
で
に
行
か
ず
に
三
叉
路
を
右
に
曲
が
り
、
五
分
ほ
ど
ダ
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ウ
シ
オ
エ
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
牛
尾
吉
朗

神
戸
市
生
田
区
江
戸
町
九
五

ウ
シ
オ
ビ
ル

電
話
（
○
七
八
）
三
九
二
’
二
○
一
五
㈹

C ＣＯ１９

株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー

取
締
役
社
長
中
内
功

大
阪
府
吹
田
市
豊
津
町
九
番
一
号

電
話
（
○
六
）
三
八
○
’
四
一
四
七

祝●月刊神戸っ子1 9 周年

取
締
役
社
長
田
崎
俊
作

神
戸
市
葺
合
区
旗
塚
通
六
丁
目
三
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
三
三
二
一

114

代
表
取
締
役
嘉
納
毅
六

神
戸
市
東
灘
区
御
影
本
町
一
’
七
’
一
五

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
○
○
○
一

田
崎
真
珠
株
式
会
社

神
栄
石
野
証
券
株
式
会
社

取
締
役
社
長
石
野
成
明

神
戸
市
生
田
区
栄
町
通
一
丁
目
八
’
二

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
－
○
○
○
一
㈹

関
西
貿
易
株
式
会
社

取
輔
荘
長
竹
田
剛
男

神
戸
市
兵
庫
区
出
在
家
町
一
一
’
六
’
一
九

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
六
○
二
一
㈹

菊
正
宗
酒
造
株
式
会
社

カット／藤谷明正
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理
事
長
園
田
正
和

姫
路
市
北
条
ロ
一
○
八
番
地

電
話
（
○
七
九
二
）
八
一
一
’
一
二
五
五

神
戸
地
下
街
株
式
会
社

代
表
取
締
役
宮
崎
辰
雄

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
一

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
四
○
二
四
㈹

華

１
１１５
１

株
式
会
社
ア
シ
ッ
ク
ス

識
表
取
締
認
鬼
塚
喜
八
郎

大
阪
府
吹
田
市
豊
津
町
一
一
番
三
号

電
話
（
○
六
）
三
八
五
’
一
一
一
一
㈹

取
締
役
社
長
三
輪
吉
郎

神
戸
市
葺
合
区
脇
浜
町
二
丁
目
二
’
一

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五
○
○
一
㈹

島
文
工
業
株
式
会
社

取
締
鴬
長
島
田
文
六

神
戸
市
灘
区
岩
屋
中
町
四
丁
目
二
－
七

電
話
（
○
七
八
）
八
七
一
－
五
一
八
一

三
輪
運
輸
工
業
株
式
会
社

認
識
ノ
ワ
ザ

取
締
役
社
長
野
津
太
一
郎

神
戸
市
生
田
区
浪
花
町
一
五
番
地

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
七
一
一
二
一
㈹

株
式
会
社
ミ
キ
モ
ト

代
表
取
締
役
本
間
利
章

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
四
丁
目
一
二
一
一

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
九
八
八
一
一

株
式
会
社
山
勝
真
珠

蔀
表
取
締
霊
山
本
勝

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
一
一
丁
目
七
七

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
○
○
五
一
㈹

三
ツ
星
ベ
ル
ト
株
式
会
社

識
表
取
締
穀
小
田
欽
造

神
戸
市
長
田
区
浜
添
通
四
丁
目
一
’
一
一
一

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
五
○
七
一

兵
庫
信
用
金
庫

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
伽
俳
本
社

識
表
取
締
謎
上
島
忠
雄

神
戸
市
生
田
区
多
聞
通
五
丁
目
三

電
話
（
○
七
八
）
三
四
一
－
三
六
○
六
（
代
）

（
順
不
同
）
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株
式
会
社
ユ
ー
ハ
イ
ム

取
締
役
社
長
河
本
春
男

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
宮
町
六
丁
目
三
’
一
二

電
話
（
○
七
八
）
八
一
一
’
一
二
一
二
㈹

ＣＣＯ１９

取
締
役
社
長
今
津
成
生

神
戸
市
兵
庫
区
吉
田
町
一
一
丁
目
一
一
六
’
四

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
三
六
三
二
㈹

祝●月刊神戸つ子1 9 周年

株
式
会
社
木
下
真
珠

代
表
取
締
役
木
下
章
夫

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
一
’
四
一
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
一
三
一
’
○
四
八
七

116

株
式
会
社
神
明

蔀
表
取
締
認
藤
尾
豊

神
戸
市
生
田
区
海
岸
通
六
丁
目
四
番
地

電
話
（
○
七
八
）
三
七
一
’
二
一
三
一
（
代
）

今
津
建
設
株
式
会
社

ニ
ュ
ー
ブ
ー
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

（
株
）
Ｎ
・
ｎ
Ｄ
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役
保
田
信
之

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
西
町
四
－
一
一
‐
二
一
一

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
四
五
九
五
㈹

有
限
会
社
ク
レ
セ
ン
ト

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役
王
柏
林

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
三
’
八
’
九

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
四
四
四
一
㈹

カット／藤谷明正
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贋
‐
ッ
侭
‐
、
ワ
エ
ル

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

神
戸
市
葺
合
区
磯
上
通
八
’
三
’
七

識
（
炉
融
）
始
一
軽
一
鹸
成
一
斗
｛

大
阪
市
西
区
京
町
堀
一
丁
目
三
’
一
三

（
辰
巳
ピ
ル
ー
階
）

電
話
（
○
六
）
四
四
三
’
八
七
二
一

ナ
ニ
ワ
印
刷
株
式
会
社

社
長
西
井
雄
一
一
一

大
阪
市
北
区
天
満
一
丁
目
九
番
一
九
号

電
話
（
○
六
）
三
五
一
’
七
二
七
一
㈹

華
包
装
資
材
・
農
業
資
材
・
産
業
資
材

束
神
物
産
株
式
会
社

’
117
Ｉ

鈴
江

田
村
商
会
田
村
厚

神
戸
市
生
田
区
京
町
七
一
一

ク
レ
セ
ン
ト
ピ
ル
３
Ｆ

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
○
八
八
一
㈹

代
表
取
締
役
鈴
江
喜
入

神
戸
市
生
田
区
花
隈
町
八
八

電
話
（
○
七
八
）
三
五
一
’
三
三
三
一
㈹

観
光
ホ
テ
ル

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
住
宅
㈱

取
締
役
社
長
星
野
晴
彦

神
戸
市
葺
合
区
磯
上
通
四
丁
目
一
一
’
二
二

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
六
三
七
一
一

株
式
会
社
ヤ
マ
ギ
ワ
電
気

神
戸
支
店

取
締
役
店
長
斎
藤
守

神
戸
市
葺
合
区
二
宮
町
一
丁
目
一
一
二

電
話
（
○
七
八
）
二
四
一
’
二
一
一
一
㈹

取
締
役
社
長
富
永
幹
太

大
阪
市
東
淀
川
区
菅
原
二
丁
毛
○
’
二
八

電
話
（
○
六
）
三
一
一
九
’
六
一
六
一
㈹

呉
服
の
粋

（
有
）
赤
坂
屋

取
締
役
社
長
赤
坂
通
夫

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
六
丁
目
五
三
’
一

電
話
（
○
七
八
）
三
四
一
ｌ
極
極
垂
ユ

株
式
会
社
南
ビ
ル

代
表
取
締
役
南
泰
吉

神
戸
市
暴
庫
区
荒
田
町
一
丁
目
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
五
一
一
’
三
三
六
九
㈹

（
順
不
同
）

不
妊
・
避
妊
ク
リ
ニ
ッ
ク

ワ
シ
オ
産
婦
人
科
診
療
室

室
長
鷲
尾
隆

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
一
丁
目
一
一
○
’
七

（
石
原
ピ
ル
）

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
五
九
一
九
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鍵

ｉｉｉ

福祉の店「いたやど」

今
ま
で
、
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
た
ち
は
自
分
の
特
技
や
趣

味
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
芸
品
や
工
芸
品
を
作
っ
て
い
る
人

も
多
く
、
素
人
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
つ
く

る
腕
前
を
も
っ
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
。
ま
た
障
害
児
の
施
設
な

ど
で
も
訓
練
を
兼
ね
て
手
芸
、
木
工
、
陶
芸
な
ど
の
工
芸
品
を
作

っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
作
品
を
展
示
し
た
り
販
売
し
た
り
す
る

よ
う
な
場
所
が
少
な
く
、
か
ね
て
か
ら
こ
の
よ
う
な
場
所
の
設
置

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
神
戸
市
で
は
こ
の
よ
う
な
声
に
こ
た
え
る

た
め
、
八
百
万
円
を
か
け
て
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
店
舗
を
設

け
、
作
品
の
販
売
を
通
し
て
広
く
市
民
に
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心

を
呼
び
か
け
る
試
み
と
し
て
こ
の
店
を
開
い
た
も
の
で
、
運
営
は

神
戸
市
立
友
生
養
護
学
校
の
父
母
の
会
で
あ
る
「
神
樹
の
会
」
（
吉

田
耕
一
会
長
）
に
す
べ
て
ま
か
さ
れ
て
い
る
。
大
丸
神
戸
店
の
６

階
に
も
社
会
福
祉
法
人
「
く
す
の
き
会
」
が
「
福
祉
の
店
」
を
設

置
し
、
手
工
芸
品
の
展
示
即
売
を
行
っ
て
い
る
が
、
神
戸
市
が
設

置
し
た
店
舗
と
し
て
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

一
月
下
旬
に
こ
の
福
祉
の
店
を
訪
れ
て
み
た
。
明
か
る
い
き
れ

い
な
店
内
に
は
所
狭
し
と
ば
か
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
作
品
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
。
革
の
財
布
、
人
形
、
袋
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
、
皮
細
工
、
彫
金
、
鞄
、
セ
ー
タ
ー
、
刺
し
ゅ
う
、
色

紙
、
押
絵
な
ど
、
お
年
寄
り
や
、
身
体
の
不
自
由
な
人
が
作
っ
た

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
作
品
ば
か
り
。
こ
れ
ら
の
〃
商
品
″
は
製

作
者
が
自
分
で
売
り
た
い
値
段
を
つ
け
、
二
カ
月
間
こ
の
店
に
展

示
さ
れ
る
。
作
品
が
売
れ
れ
ば
八
割
を
も
ら
い
、
一
一
割
は
こ
の
店

山
陽
電
鉄
板
宿
駅
の
す
ぐ
南
に
、
福
祉
の
店
「
い
た
や
ど
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
昨
年
の
廻
月
妬
日
。
ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス

の
日
だ
っ
た
。

こ
の
小
さ
な
店
は
、
福
祉
施
設
の
お
年
寄
り
や
心
身
障
害
者
た

ち
、
ま
た
そ
の
父
兄
や
家
族
が
作
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
づ
く
り
品

を
販
売
し
、
そ
の
売
上
金
の
一
部
は
心
身
障
害
児
の
た
め
の
福
祉

" ‘織鱗蟻

活
動
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

須
磨
区
大
黒

町
一
一
丁
目
の
こ

の
店
は
旧
板
宿

出
張
所
跡
に
、

都
市
計
画
事
業

用
住
宅
と
し
て

建
設
さ
れ
た
鉄

筋
５
階
建
ピ
ル

の
一
階
で
、
大

黒
児
童
館
や
老

人
い
こ
い
の
家

も
同
じ
建
物
に

併
設
さ
れ
て
お

り
、
人
の
出
入

り
も
多
い
。

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
開
Ｖ

１
１１８
１

－
福
祉
の
店
「
い
た
や
ど
」
が
オ
ー
プ
ン

色とりどりの手芸品が並ぶ店内

橋
本
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
含
事
務
局
長
Ｖ

ひ
ろ
が
れ
福
祉
の
輪
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の
運
営
費
や
福

祉
活
動
に
使
わ

れ
る
。
一
番
安

い
の
は
百
円
の

袋
か
ら
、
最
高

は
一
万
八
千
円

の
花
台
ま
で
。

オ
ー
プ
ン
し

て
間
も
な
い
せ

い
か
、
物
珍
し

さ
も
手
伝
っ
て

絶
え
間
な
く
お

客
さ
ん
の
出
入

り
が
あ
る
。
こ

の
店
の
周
辺
の

女
性
客
が
多
い

よ
う
だ
。
地
理
的
に
は
、
山
陽
板
宿
駅
、
地
下
鉄
、
銀
行
、
ス
ー

パ
ー
、
商
店
街
な
ど
が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
大
変
恵
ま
れ
た
立
地

条
件
に
あ
る
。
新
聞
で
も
よ
く
紹
介
さ
れ
た
の
で
遠
く
か
ら
足
を

運
ん
で
く
る
人
も
あ
る
。
品
物
を
見
回
っ
て
い
る
と
多
紀
郡
の
お

ば
あ
さ
ん
か
ら
、
今
か
ら
品
物
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
サ
ン
テ
レ
ピ
の
「
神
戸
ニ
ュ
ー
ア

革の財布、人形、キーホルダー……
作った人のまごころが、こもったものばかり

☆
所
在
地
神
戸
市
須
磨
区
大
黒
町
一
一
丁
目
二
－
一
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
八
）
七
三
三
’
一
一
四
七
七
。
午
前
加
時
ｌ
午
後

６
時
。
月
曜
休
み
。

もちこまれた品物の値付けやお客さんの応待に忙しい

ン
グ
ル
」
で
こ
の
店
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
見
て
思
い
た

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

展
示
す
る
商
品
の
値
段
は
材
料
代
や
手
間
代
を
含
め
て
自
分
で

つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
み
な
寄
付
の
つ
も
り
で
提
供
す

る
人
が
多
い
ら
し
く
、
値
段
は
大
変
安
い
。
そ
れ
で
も
ま
だ
値
切

ろ
う
と
す
る
厚
か
ま
し
い
お
客
も
あ
る
と
い
う
。

「
安
い
と
い
う
こ
と
を
み
な
よ
く
知
っ
て
は
り
ま
す
。
朝
、
持

っ
て
こ
ら
れ
た
品
物
が
そ
の
日
の
う
ち
に
売
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

よ
く
あ
る
ん
で
す
」
と
、
お
店
を
手
伝
っ
て
い
る
主
婦
は
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
る
。
昨
年
の
暮
な
ど
は
よ
く
売
れ
す
ぎ
て
商
品

が
な
く
な
り
、
あ
わ
て
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
店
で
自
分
の
作
品
が
売
れ
た
老
人
ホ
ー
ム
の
あ
る
お
じ
い

さ
ん
は
、
「
作
品
が
売
れ
る
と
次
の
作
品
を
つ
く
る
材
料
を
買
う

金
が
で
き
る
の
で
大
変
有
難
い
。
」
と
喜
び
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん

は
「
買
う
て
も
ら
う
ん
や
つ
た
ら
し
つ
か
り
つ
く
ら
ん
と
な
」
と

張
り
切
っ
て
い
る
。
自
分
が
心
を
こ
め
て
作
っ
た
も
の
が
他
人
に

認
め
ら
れ
、
ど
こ
か
で
他
の
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
、
と
感
じ
る

こ
と
は
何
よ
り
も
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
生
き
が
い
で
も
あ
る
に

ち
が
い
な
い
。
こ
の
店
に
足
を
運
ぶ
人
た
ち
が
、
こ
の
店
に
並
ん

で
い
る
作
品
を
通
し
て
そ
れ
を
作
っ
た
人
た
ち
の
生
活
や
心
に
思

い
を
寄
せ
合
い
、
そ
の
輪
が
町
の
中
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
大
変
嬉
し
い
こ
と
だ
。
こ
の
小
さ
な
店
が
他
の
地
域
に
も

生
ま
れ
、
障
害
者
や
老
人
が
一
般
の
市
民
と
手
を
結
び
、
心
を
通

い
合
わ
す
こ
と
の
で
き
る
接
点
の
役
割
を
果
た
し
、
福
祉
の
心
を

ひ
ろ
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
福
祉
の
店

「
い
た
や
ど
」
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
や
団
体
に
手
芸
品
、
工
芸

品
な
ど
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の

人
た
ち
の
来
店
を
待
っ
て
い
る
。
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